
本好事例集の作成にあたって、戦略的に、フリーターや既卒者など、経歴も能力も異なる
多様な若者を、正社員として募集・採用し、その後の職場定着を図ることで、単に若者の人
材の確保にとどまらず、さまざまな経営メリットを実感している企業を取材しました。
このような “ 複線型採用 ” 企業の共通点は、「若者は定着率が悪い」「フリーターや既卒者に

はよい人材が少ない」などのステレオタイプ的な先入観を持たず、経歴や学歴よりも、人物
本位の採用を行っているところにあります。また、若者を採用するにあたって生じる問題点
を解決すべく、様々な取り組みや工夫をするとともに、採用後の教育や育成に力を傾け、自
社の人材基盤を強化しています。
その結果、多様な応募者の中から、自社に合った人材を、自社に合った方法で確保し、人

材基盤の強化につなげるとともに、さまざまな経営メリットを実感しているのです。
では、“複線型採用 ”企業は、どのような経営メリットを実感しているのでしょうか。

1“複線型採用”のススメ

複線型
採用
とは

若者の募集・採用の対象を広げ、
多様な人材の中から自社に合った
人材を確保し、育成するという、
若者の人材確保戦略

1. “ 複線型採用”による10の経営メリット
幅広く募集の対象を広げることで、他社との厳しい人材獲得競争に巻き込まれる
ことなく、自社の求める人材を、確保することができる
多様な人材を受け入れ、育成することで、自社の人材育成レベルが高まり、
ノウハウが蓄積される
募集・採用ノウハウが蓄積され、自社の「採用力」が強化される

社内が活性化される

即戦力を確保することができる

能力や人となりをよく知った上で採用できるので、採用ミスが少ない

正社員登用というしくみが、非正規社員の目標となり、モチベーションを高める
効果がある
採用コストが少なくて済む

未経験者に比べて登用者にかかる教育コストは、少なくて済む

自社の経営目標を達成するための人材基盤を確立することができる
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“複線型採用”のススメ

このように、若者の人材の確保に悩みを抱える企業も多いようです。
そんな中で、フリーターや既卒者、自社の非正規社員なども含め、幅広い範囲の若年者を対象に、正社員
の募集・採用を行うことで、若者の人材確保に成功している企業があります。

そんな反論も聞こえてきます。ですが、フリーターや既卒者、あるいは非正規社員まで正社員募集の
対象とし、その多様な人材の中から、自社に合った人材を採用、戦力化している企業が、本当にあるの
です！若者の人材確保戦略として、このような募集・採用や定着を図っているケースを、本好事例集では、
“ 複線型採用 ” と名付けました。

はじめに

若者の人材確保に
悩んでいませんか？

新卒採用では、
大手企業や有名企業
に負けてしまう

募集しても、
応募者が少ない

せっかく採用
してもすぐに
辞めてしまう

そんなことしても、
どうせすぐ辞めてし
まう。採るだけムダ
ではないか？

募集の対象を広げて
も、その中にいい人
材はいないのでは？

そうした若者は、仕事
に対する意欲が低いな
んて話をよく聞くし･･

本好事例集『“ 複線型採用 ”のススメ』は、募集対象を広げ、多様な
人材の中から、自社に合った若者の人材を確保し、戦力化するための、
ノウハウや着眼点と参考となる 5 の具体的な事例を紹介しています。

本好事例集が、貴社の若者の人材確保にあたって、
今一度、考え直してみるよいきっかけとなれば幸いです。



2 “複線型採用”のススメ

“ 複線型採用 ” 企業の多くが、ブランド力、ネームバリューのある企業と、若者の
獲得において、厳しい競争を余儀なくされ、人材確保難に直面している、あるいは
直面した経験を持っています。
多様な人材を募集の対象にすることで、他社との厳しい人材獲得競争に巻き込ま
れることなく、自社の求める人材を確保しています。

1 幅広く募集の対象を広げることで、他社との厳しい人材獲得競争に巻き込まれる
ことなく、自社の求める人材を、確保することができる

学歴や職歴など、これまでの経歴が多様な人材を受け入れ、自社の人材として育成し
ていくためには、その育成方法に独自の工夫が必要になってきます。“ 複線型採用 ” 企業
の中には、人材確保難時代に、何人ものそうした人材を受け入れ、育成していく経験を
積み重ねることで、典型的なニートを、自社の基幹人材にまで育成した企業もあります。
多様な人材を受け入れ、育成するプロセスの積み重ねによって、人材育成ノウハウを
蓄積し、自社の人材育成レベルを高めるというメリットをもたらします。

2 多様な人材を受け入れ、育成することで、自社の人材育成レベルが高まり、
ノウハウが蓄積される

募集・採用のプロセスでさまざまな工夫を行う中で、トライアンドエラーを積み重ね、
自社に合った募集・採用ルートの構築や、効率的な募集・採用方法の確立など、若者
の募集・採用についての自社独自のノウハウを蓄積しています。こうしたノウハウの
蓄積により、“ 複線型採用 ” 企業は、自社の「採用力」を強化しているのです。

3 募集・採用ノウハウが蓄積され、自社の「採用力」が強化される

経歴や価値観が多様な人材を自社の一員として戦力化していくためには、さまざま
な工夫が必要になります。その工夫が、社内のコミュニケーションの円滑化、組織の
連携強化、社員のロイヤリティやモチベーションの向上という効果をもたらしていま
す。多様な人材の受入を進めることは、社内を活性化させることにもつながるのです。

4 社内が活性化される

“複線型採用”のススメ

取材企業の中には、人材確保のルートとして、自社で働く非正規社員を正社員
へ登用している例も数多く見られました。本好事例集では、外部労働市場からだ
けではなく、自社の非正規社員から正社員へ登用するケースも、募集・採用の対
象を広げるという意味で“ 複線型採用 ”と位置づけています。自社で働く非正規
社員を正社員として登用する企業では、主に次のようなメリットを感じています。

自社で働く非正規社員を正社員として登用するメリットとして、多くの企業が実感
しているメリットが「即戦力を確保することができる」ことです。
非正規社員として自社での勤務経験を有し、自社についての理解が深い人材を、正社
員として確保することができることが、多くの企業で、感じられているメリットです。

5 即戦力を確保することができる

即戦力を確保することと並んで、多くの企業が非正規社員からの正社員登用のメリッ
トとして感じているのは、「能力や人となりをよく知った上で採用できるので、ミスマッ
チが少ない」という点です。非正規社員として働きながら、与えられた業務に精通して
いることを前提に、一定の評価を得た人を正社員に登用するため、いわゆる「採用ミス」
が起きる可能性は限りなく低いのです。

6 能力や人となりをよく知った上で採用できるので、採用ミスが少ない

非正規社員からの正社員登用というしくみを導入すると、自社の非正規社員のモチ
ベーションが高まるという効果があります。正社員への登用が、非正規社員の目標にな
るからです。非正規社員のうち、正社員を目指す人は、相対的に目的意識が高い人が多く、
その意味では、それらの人たちのモチベーションを高めることは、企業にとって大きな
メリットだと言えます。

7 正社員登用というしくみが、非正規社員の目標となり、モチベーションを高める
効果がある

3
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4 “複線型採用”のススメ

これまで見てきたように、“ 複線型採用 ”に取り組んでいる企業は、さまざまな
経営メリットを実感しています。それらの企業は、“ 複線型採用 ”により人材基
盤を強化し、自社経営目標の達成という最大のメリットを実感しています。

5“複線型採用”のススメ

2. “ 複線型採用”を進めるための 12 のノウハウ
“ 複線型採用 ” 企業が、さまざまな経営メリットを実感できているのは、多様な経歴や
価値観を持つ若者を対象に、募集・採用を進めていく場合、直面しがちな問題に対して、
さまざまな工夫をし、問題解決を図っているからです。また、そうした問題解決の取り
組みの積み重ねが、自社の募集・採用ノウハウや人材育成ノウハウとして、組織に蓄積
されていきます。蓄積されたそれらのノウハウの活用は、更に効率的な人材の確保を実
現する、という好循環をもたらします。その結果、自社の経営目標を達成するための、
人材基盤を強化することができるのです。
図－1 は、“ 複線型採用 ” 企業の工夫や取り組みを整理したものです。“ 複線型採用 ” 企業
が行った工夫や取り組みを参考に、募集・採用の段階と、採用後の段階ごとに、“ 複線型採用 ”
を進めるための 12 のノウハウについて見ていきます。

図－１ “複線型採用”を進めるための 12のノウハウ

募集・採用段階における工夫・取り組み

① 求める人材像を明確にしたブレない採用、人物本位の採用
② フリーターや既卒者も募集対象に追加する等の募集・採用方法の見直し
③ 自社の非正規社員からの正社員登用
④ 入社後のミスマッチ防止を図るための工夫
⑤ 募集・採用コストの低減

（1）効果的な募集・採用の実施

採用後の段階における工夫・取り組み

● 求める人材の確保と人材基盤の強化
● 募集・採用、人材育成ノウハウの蓄積
● 人材基盤の強化による経営目標の実現

⑥ 自社イズムの浸透を図る
⑦ 若者の悩みやトラブルを解消
する体制の整備

⑧ 納得性の高い評価・処遇
⑨ 社内の連携やコミュニケー
ションの強化

（2）定着率の向上

“複線型採用”によって実感している経営メリット

（3）人材の質の向上

⑩ 採用後の育成と育成方法の
工夫

⑪ モチベーション向上のため
の工夫

⑫ 育成コストの低減

自社での勤務経験を持つ非正規社員を正社員に登用することで、教育コストが少
なくて済むことを、経営メリットとしてあげる企業が多いことも事実です。確かに、
未経験者に対し、一から仕事を教えるようなことは、登用者には必要ないかもしれ
ません。しかしながら、“ 複線型採用 ” 企業では、正社員に登用した後も、必要な教
育を行い、自社の求める人材レベルにまで育成する取り組みを行っています。従って、
ここでいう教育コストとは、「“未経験者” を一から育てること ” と比較した場合、登
用者にかかる教育の手間やコストは少なくて済む」という、限定的な意味であり、
単純に、「非正規社員からの正社員登用は、教育コストが少なくて済む」という意味
ではないことに注意していただきたいと思います。

9 未経験者に比べて登用者にかかる教育コストは、少なくて済む

“ 複線型採用 ” 企業の多くは、人材基盤を強化することで、顧客や取引先からの評
価を高めています。顧客や取引先の評価の高まりは、自社の業績向上に直結します。
“ 複線型採用 ” による人材基盤の確立は、企業にとって、自社の経営目標を達成して
いくための必要不可欠なステップであったのです。

10 自社の経営目標を達成するための人材基盤を確立することができる

非正規社員の正社員登用は、自社内部からの人材調達ですから、求人広告などの費用
が必要ありません。また、先にふれたように、人物をよく知った上での採用ですので、
ミスマッチが少なく、採用後の定着も良いようです。そのため、採用のやり直しなどに
かかるムダなコストも削減されます。

8 採用コストが少なくて済む


